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　前立腺肥大症は、高齢男性に多く見られる疾患で、膀胱
の下にある前立腺が肥大して尿道を圧迫し、排尿障害を招
きます。人口の高齢化とともに、患者数は増加しています。
原因としては、加齢や生活習慣病などが影響していると
考えられています。
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5α還元酵素阻害薬

　尿道からレーザーを照射して前立腺を切除します。
前立腺核出術、前立腺蒸散術などの方法があります。

　前立腺が非常に大きい場合に行われる手術です。下腹部か
ら前立腺を摘出するため、2～3週間程度の入院が必要です。

ホスホジエステラーゼ5阻害薬
血管拡張作用による血流増加で排尿障害の症状を緩和します。

男性ホルモンの働きを抑え、肥大した前立腺を小さくします。

　前立腺に多く分布しているα1受容体を遮断して、前立腺や
尿道の過剰な収縮を和らげ、排尿を促します。

薬物療法の第一選択薬です。

　自己導尿、尿道カテーテル、尿道ステントなどがあります。
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　3～6ヵ月ごとの直腸指診とPSA検査、および1～3年ごとの
前立腺生検やMRI検査を行いながら経過観察します。検査所見
や症状の悪化が見られたら治療を始めます。

　手術は、前立腺と周囲のリンパ節、精嚢などを切除します。
体力が低下している場合には手術を行えないこともあります。
近年はロボットによる手術が行われています。創は小さく出血
も少なくてすむため、術後の回復も早いといわれています。

　放射線でがん細胞を殺します。手術とほぼ同等の効果が期待
できます。手術のできないがんや、骨転移などにより痛みのある
場合にも行われます。

　男性ホルモンの働きを抑制します。LH-RH製剤
（LH-RHアゴニストまたはアンタゴニスト）、
抗男性ホルモン剤や外科的去勢術などがあります。
この治療は、多くの方に効果がみられます。

　治療法は年齢、病期､がんの悪性度などによって決定します。
病期により単独で治療したり、いくつかを組み合わせて治療
します。

病気の進行程度により、Ⅰ～Ⅳの4つの病期に分類されます。

病期Ⅰ 病期Ⅱ

病期Ⅲ 病期Ⅳ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

監視療法

手術療法

放射線療法

内分泌療法

病期

監視療法
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